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小学校でもがんばります !!
～川内小学校～

　４月３日（金）にかわうち保育園入園式が行われ、６日（月）

には、川内小・中学校の入学式が行われました。小学校の入学式

では、小学校生活へ大きな期待をふくらませた４名の新入生。

　大きな声で元気に返事ができました。

� 関連ページ　14ページ

今月のわだい

■新行政区長……………… ４ページ

■新任先生・保健師紹介 … ６ページ

■お知らせ………………… ８ページ

■ＴＯＰＩＣＳ…………… 13ページ
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平成27年度　一般会計予算額　8,987,000千円

区　分 平成27年度

議　　 会　　 費 64,318

総　　 務　　 費 2,671,035

民　　 生　　 費 921,951

衛　　 生　　 費 110,395

労　　 働　　 費 153,374

農 林 水 産 業 費 899,973

商　　 工　　 費 389,925

土　　 木　　 費 443,008

消　　 防　　 費 121,775

(うち広域消防費負担金) 61,193

教　　 育　　 費 402,328

災 害 復 旧 費 2,487,474

公　　 債　　 費 286,483

予　　 備　　 費 34,961

合 　 　 計 8,987,000

一般会計歳入予算内訳　　　　　　　　　　　単位：千円

区  　 分 予算額 構成比

自主財源

1.村　税 400,721 4.5%

2.分担金及び負担金 2,788 0.0%

3.使用料 21,255 0.2%

4.手数料 2,354 0.0%

5.財産収入 23,039 0.3%

6.寄付金 2 0.0%

7.繰入金 1,328,877 14.8%

8.繰越金 1 0.0%

9.諸収入 4,849 0.1%

小　　計 1,783,886 19.8%

依存財源

1.地方譲与税外 62,939 0.7%

2.地方交付税 1,147,932 12.8%

3.国庫支出金 2,749,909 30.6%

4.国有提供施設等
　所在市町村助成交付金

10,286 0.1%

5.県支出金 3,022,496 33.6%

6.村　債 192,303 2.1%

7.諸収入 17,249 0.2%

小　　計 7,203,114 80.2%

合　　　計 8,987,000 100.0%

一般会計歳出予算性質内訳　　　　　　　　　　単位：千円

区　　　分 予算額 構成比

義務的経費 926,073 10.3%

人 件 費 530,309 5.9%

扶 助 費 109,281 1.2%

公 債 費 286,483 3.2%

一般的経費 2,239,980 24.9%

物 件 費 1,288,530 14.3%

補 助 費 等 810,150 9.0%

そ の 他 141,300 1.6%

投資的経費 5,484,912 61.0%

普通建設事業 3,071,335 34.2%

災 害 復 旧 費 2,413,577 26.9%

その他の経費 336,035 3.7%

繰 出 金 301,074 3.4%

予 備 費 34,961 0.4%

合　　計 8,987,000 100%

特別会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

区　　分 平成27年度 平成26年度 増減額 伸び率

国 保 会 計 713,760 620,330 93,430 15.1%

直 診 会 計 156,184 147,460 8,724 5.9%

農 集 排 会 計 94,986 85,994 8,992 10.5%

介 護 会 計 459,628 437,225 22,403 5.1%

介護サービス会計 1,580 1,819 △ 239 -13.1%

後期高齢会計 72,140 74,339 △ 2,199 -3.0%

計 1,498,278 1,367,167 131,111 9.6%

村税の予算比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

区　　分 平成27年度 平成26年度 増減額 伸び率 １人当りの額（円）

村   民   税 61,982 42,823 19,159 44.7% 22,821

固 定 資 産 税 316,241 325,423 △ 9,182 -2.8% 17,535

軽 自 動 車 税 7,318 7,508 △ 190 -2.5% 2,603

た ば こ 税 15,180 14,814 366 2.5% 5,400

土 地 保 有 税 0 0 0 - 0

計 400,721 390,568 10,153 2.6% 48,359
※固定資産税の１人当たりの額には大規模償却資産分・国有資産等所在地市町村交付金は含まれない。

議会費
64,318

総務費
2,671,035

民生費
921,951

衛生費 110,395

労働費 153,374

農林水産業費
899,973商工費 389,925

土木費 443,008

消防費 121,775

（うち広域消防費
負担金）61,193

教育費
402,328

災害復旧費
2,487,474

公債費
286,483

予備費
34,961
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平成27年度
村の予算 「震災復興から地域創造へ」

平成27年度の当初予算が３月の定例議会で決まりました。

　平成27年度の当初予算は、一般会計で89億8700万円となり、前年度当初予算と比較し約13億円が増額予算

となっております。全体予算の約30％が災害復旧費となる除染費が占め、次に普通建設事業が約26％となり

ましたが、これは、震災復興関連事業を優先的に実施し、村の復興再生を加速させるためのものです。新た

な事業を盛り込みながら住民の福祉の向上に努め、創意工夫と新しい視点に立った予算の編成を行いました

のでお知らせいたします。

主要な事業

①原子力災害復旧除染事業 2,423,577千円

②飲料水安全対策事業 20,000千円

③災害公営住宅整備事業 15,000千円

④民間アパート設置補助事業 30,000千円

⑤工業団地調査設計事業 1,933,891千円

⑥定住住宅建築助成事業 40,000千円

⑦村民プール建設事業 79,809千円

⑧商業施設建設事業 301,460千円

⑨帰村者支援給付事業 150,000千円

⑩ゆふね空調設備事業 128,520千円

平成27年度一般会計予算額　8,987,000千円

平成27年度の施策として、次の点を推進していきます。

議会費　64,318千円

労働費　153,374千円

消防費121,775千円
(うち広域消防費負担金)61,193千円

総務費　2,671,035千円

農林水産業費　899,973千円

教育費　402,328千円

民生費　921,951千円

商工費　389,925千円

災害復旧費　2,487,474千円

衛生費　110,395千円

土木費　443,008千円

公債費　286,483千円
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行政区長と同代理者が任命されました
　　村と地域のパイプ役としてお世話いただく行政区長として、次の方々が任命されました。

　任期は、平成27年４月１日から２年間です。

　　行政区長会長には、高野　恒大さん、副会長には遠藤　公明さんが選任されました。

　なお、今回退任されました　　前第５行政区長代理者　猪　狩　　巧　さん

　　　　　　　　　　　　　　　前第７行政区長　　　　佐久間　健一　さん

　　　　　　　　　　　　　　　前第８行政区長代理者　小　野　庄一　さん　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大変お世話になりました。

　新緑の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げ

ます。平素は行政区の運営に当たり、格別のご協力を賜り、厚くお礼申し

あげます。

　区長会長として三期目を迎え、「明るく、住みよい地域づくり」のために、

皆様と力を合わせ取り組んでいきたいと思います。

　今、私たちが直面している課題は、東日本大震災による原発事故からの

復興であります。

　村民の方々の帰村率は約六割という状況で、地域のコミュニティーが失

われてしまっているため、これを再生していかなければなりません。

　そのためには、震災前に各行政区で行われていた行事や伝統文化を再開

し、地域住民の方々の交流を図っていくことが必要であります。

　今後とも、村民の皆様のより一層のご支援、ご協力をお願い申しあげま

して、就任のご挨拶とさせていただきます。

川内村行政区長及び区長代理者名簿

　　　　　　　　　　（任期平成27年４月１日～平成29年３月31日）

区   分 氏　　　名 区   分 氏　　　名

第１区行政区長 遠　藤　公　明 第５区行政区長 高　野　恒　大

　〃　同代理者 鈴　木　孝　幸 　〃　同代理者 松　本　　　茂

第２区行政区長 秋　元　喜　一 第６区行政区長 渡　辺　喜一朗

　〃　同代理者 秋　元　　　一 　〃　同代理者 大和田　基　安

第３区行政区長 佐　藤　義　秋 第７区行政区長 久保田　幸　男

　〃　同代理者 猪　狩　　　丈 　〃　同代理者 横　田　善　勝

第４区行政区長 猪　狩　　　誠 第８区行政区長 草　野　貴　光

　〃　同代理者 三　瓶　保　彦 　〃　同代理者 関　根　　　正

  就任のご挨拶 　  行政区長会長　高 野　恒 大

高野　恒大 さん
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川内村職員の配置図（平成 27年４月１日現在）　

   

    

   

         

  

    

    

○復興庁派遣 藤元 康運   ○経産省派遣 井上 裕章   ○福島県派遣 加賀谷宏明 
○復興庁派遣 東郷 知沙   ○環境省派遣 野内 正裕   ○双葉普及所 佐藤 宏光 
○復興局派遣 高森 亮輔  ○双葉普及所 半澤 勝拓 

 
【課名、課長】      【係 名】 【係 長】   【係 員】 

議会事務局   事 務 局  ・秋元喜夫（兼） 
局長 横田正義       

       総 務 係 係長 草野圭吾 ・西山祐子 ・秋元喜夫 
・猪狩伊和子（臨）・遠藤昌一（臨） 

総 務 課  企画政策係 係長 三瓶守衛 ・箭内 浩 ・秋元絵理 
課長 秋元 賢 

財 務 係 係長 渡邉政美 ・猪狩安次 ・猪狩久幸 

出 納 室 出納管理係 係長 秋元由美子・志賀真理子 
室長 秋元 賢（兼）     

住 民 係 係長 藤宮健二 ・大須賀さおり・猪狩克文・佐久間政和 
住 民 課      ・田井啓玄 ・佐々木大輔・遠藤 瞳（臨） 

課長 三瓶敏彦 税 務 係 係長 小沼裕和 ・遠藤拓郎 ・秋元秀典 
 
     商工観光係 係長 西山恭司 ・遠藤雄夫 

 
  村 長 副村長 産業振興課 農 政 係 係長 小松正方 ・鹿股 仁 ・森 雄幸（再任用） 

遠藤雄幸  猪狩 貢    課長 秋元敏博 
除 染 係 係長 猪狩洋一 ・猪狩直志 ・遠藤眞一（臨） 

係長 大山浩志 ・猪狩直樹 ・池永道典（派） 

建 設 課 営 繕 係 係長 遠藤栄治 ・遠藤一美 ・白井雅也（派・土木係兼務） 
課長 猪狩成司 

農地林務係 係長 三瓶義浩 ・遠藤修一 ・横田善誉 

保健福祉係 係長 猪狩恵子 ・渡邉洋平 ・大山真一 ・猪狩政江 
保健福祉課 ・服部芳治 ・中山友子（派）・仲丸恵理（派） 

課長 古内建治
所長 古内建治（兼）

      地域包括支援センター ・今野由美子
・副所長　猪狩恵子（兼）

・猪狩政江（兼） 

国保診療所 医 療 係 係長 吉岡一清 ・遠藤真希 ・遠藤 愛 
所長  山崎 聡  歯科長 古内秀幸 ・田井道子（臨）・高野洋子（臨） 

 事務長 古内建治（兼） ・吉田理恵子（臨） 
     

教育総務係 係長 猪狩健一 ・中西有希 
・秋元佳奈美（通）・菅波くるみ（臨） 

教育委員会 教育長     教 育 課    生涯学習係 係長 若松 秀 ・井出茂一（臨）・横田 忠（臨） 
秋元 正   課長 薄  晃 

    公民館長（兼） かわうち保育園 園長  志賀 東・福田智子 ・猪狩ちとせ 
・齊藤靖子（臨）・渡邊 舞（臨） 

     ・滝田良子（臨・幼児教育アドバイザー） 
農業委員会    事 務 局 事 務 局 次長 小松正方（兼）・森　雄幸（併任）　 

局長 秋元敏博（兼） 
 

派遣職員  社会福祉協議会
局長 遠藤清輝 ・総務課付課長      三瓶博史 

・福島県市町村総室派遣  猪狩栄志 

電話 38-3803

電話 38-2111

電話 38-3801

電話 38-2113

電話 38-2112

電話 38-2117

電話 38-2941

電話 38-2009

電話 38-3805 電話 38-2231

電話 38-3806

電話 38-2115

電話 38-3804

電話 38-2114

電話 38-3802

土 木 係

総務課 

総務係 
38-2111

請願・陳情､法令､条例､行政区長､行政組織 
選挙管理､村民号､自衛官募集

建設課

営繕係 
38-2115

村の施設建設､営繕工事

財務係 
38-2111

村の予算・決算､公有財産事務､集会所 
ふるさと納税､公共事業入札､登記事務 

土木係 
38-2117

国道・県道整備促進､村道整備､河川事業整備促進 
砂防､水防､地すべり・急傾斜地､公営住宅､建築指導 
災害復興住宅

企画政策係 
38-2111

総合計画その他計画調整､統計事務､広報､義援金 
住宅補助､地方創生､原子力災害の復興政策

農地林務係 
38-2117

農業基盤整備､森林整備､農業集落排水 
浄化槽､保安林・分収林､鳥獣保護､林道整備 
狩猟､原子力災害の村有林損害賠償

出納室 
38-3801

現金の出納・保管､有価証券の出納・保管､物品の収納・保管 保健福祉課
保健福祉係 
38-2941

生活保護､身体障害者福祉､児童福祉､母子福祉､弔慰金給付 
少子高齢化､予防接種､伝染病､栄養改善､知的障害者福祉 
介護保険､子育て支援､高齢者職業安定

住民課

住民係 
38-2113

住民票､印鑑証明､戸籍登録発行､埋火葬許可 
国民年金､国民健康保険､乳幼児・児童医療 
後期高齢者医療､ごみ処理・不法投棄､環境衛生 
地域振興券､消防・防災・防犯､避難者事務

国保診療所
医療係 

38-2009
保険請求､一般患者診療､往診､調剤､医科・歯科､医療バス

地域包括 
支援センター

保健福祉係 
38-2941

介護予防マネジメント､介護予防普及ケアプラン 
総合相談支援事業

税務係 
38-2114

村税賦課､国民健康保険税､固定資産評価､税証明書発行 
滞納処分､罹災証明

教育委員会

教育総務係 
38-3805

教育財産取得処分､奨学資金､スクールバス運行､児童生徒就学 
学校組織編成､学校給食・図書館､教職員の組織・研修

産業振興課

商工観光係 
38-2112

商工業､観光交流､雇用の安定､企業誘致 
特産品開発､消費者行政､Iターン

生涯学習係 
38-3806

公民館・天山文庫等の運営管理､青少年・成人管理､スポーツ少年団 
スポーツ事業､家庭教育・学習機会充実､講座・講演会等の開催 
芸術文化振興､文化財保護､コミュニティセンター・グラウンド管理

農政係 
38-2112

畜産振興､農作物､農業災害対策､農家生活改善普及 
農業公害､主要食糧確保

議会事務局 
38-3803

議会､監査事務全般

除染係 
38-3804

除染計画､放射性物質仮置き場設置管理 
除染事業､放射能モニタリング 
除染事業検証､除染廃棄物搬出

農業委員会 
38-2112

農地転用､移転申請､農地相談､農業者年金
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茨
城
県
那
珂
市
役
所
か
ら
来
ま
し
た
中

山
で
す
。
４
年
前
の
震
災
時
、我
が
家
は「
一

部
損
壊
」
で
室
内
は
「
足
の
踏
み
場
が
な
い
」

状
態
。
さ
ら
に
玄
関
脇
の
土
壁
が
土
台
を

残
し
崩
壊
し
ま
し
た
。
職
場
の
保
健
セ
ン

タ
ー
は
避
難
所
と
し
て
４
０
０
名
強
の
方

が
避
難
し
電
気
ガ
ス
す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
中
で
如
何
に
市
民

と
職
員
が
共
に
再
生
を
め
ざ
す
か
？
を
体

験
し
て
き
ま
し
た
。

　

微
力
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
の
震
災
体

験
そ
し
て
37
年
間
の
保
健
師
経
験
を
活
か

し
川
内
の
皆
さ
ま
の
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健

康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

教　諭

舞
もう

　木
ぎ

　洋
よう

　子
こ

保健師

中
なか

　山
やま

　友
とも

　子
こ

　

今
年
度
、
富
岡
第
二
中
学
校
か
ら
着

任
し
ま
し
た
柳
沼
敏
文
で
す
。

　

こ
の
自
然
豊
で
、
素
晴
ら
し
い
教
育

環
境
が
整
い
、
暖
か
な
人
々
に
見
守
ら

れ
た
川
内
の
地
で
、
川
内
村
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
向
け
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教　頭

柳
やぎ

　沼
ぬま

　敏
とし

　文
ふみ

川内中学校新任の紹介

川内小学校新任の紹介
　

二
本
松
市
立
新
殿
小
学
校
よ
り
参
り

ま
し
た
。
い
わ
き
市
出
身
で
す
。

　

川
内
村
は
「
か
え
る
」
の
村
と
い
う

印
象
が
強
く
、
村
に
来
て
モ
リ
タ
ロ
ウ

く
ん
に
毎
日
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
健
室
で
は
、
一
人
一
人
の
心
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

養護教諭

赤
あか

　津
つ

　枝
え り こ

理子

　

今
年
度
、

葉
町
立

葉
中
学
校
よ

り
着
任
し
た
矢
内
優
で
す
。

葉
町
出

身
で
す
。
今
年
で
教
員
三
年
目
と
な
り

ま
す
。
生
徒
た
ち
が
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
れ
る
よ
う
に
誠
心
誠
意
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
と
も
に
、
私
自
身

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

講　師

矢
や

　内
ない

　　 優
まさる

  

川内中学校新任の紹介

川内小学校新任の紹介

かわうちむらのみなさん､こんにちは。　 　

　　　　　　　　　新入先生
紹　介

　平成27年４月１日付の人事異動により、川内村の小・中学校に

４人の先生が着任されました。また、茨城県那珂市役所から、ゆ

ふねに保健師が着任されました。そこで、着任された先生方に川

内村の印象や、これからの抱負などを聞きましたのでご紹介しま

す。親睦を深め、よりよい川内村を育みましょう。

ゆふね新任
保健師紹介
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自然環境保護巡視員募集

川内村防霜対策本部設置

　村では、高塚高原の自然環境保護や入山される方への施設案内、高塚山のロッジ管理などを行っ

ていただくため自然環境保護巡視員を下記により募集します。

■業務内容：高塚山自然環境保護巡視員

　　　　　　　①当該区域の一般的な説明　　　　　　　②利用上の注意すべき事項

　　　　　　　③自然保護上注意すべき事項　　　　　　④区域内の美化清掃の実施

　　　　　　　⑤区域内自然環境の異変の把握　　　　　⑥村有施設等の状況把握

■委嘱期間：平成 27 年 5 月 25 日～ 11 月 30 日までの期間内で 60 日間業務とする

■募集条件：川内村に住所を有し、満 70 歳未満の健康で業務に従事できる方。普通免許

■選考方法：書類審査

■賃 金 等：村の賃金規定による（日々雇用）

■勤務条件：村の規定による

■応募方法：役場総務課に準備してある申し込み書に必要事項を記入し、産業振興課まで提出してください。

■締　　切：５月 15 日（金）

■問 合 せ：産業振興課 商工観光係　　 0240-38-2112

　４月 15 日から５月 31 日までの間、農作物の凍霜害を未然に防止することを目的に、防霜対策本部

を設置しました。

　霜注意報のお知らせは、県本部から通報があったときや、村の気温測定で霜の降りる恐れがあるとき

に防災無線で随時お知らせします。

＜霜が降りやすいとき＞　

　・星がきれいに見えるとき

　・風がなく空気が乾いているとき

　・小雨が降って夕方にやんだとき

　なお、テレビやラジオの情報、広報やチラシ等の防霜

予報・技術対策に従い、事前に対策を行いましょう。

■問合せ　産業振興課　農政係　 0240-38-2112

　総務省では、４月１日付けで川内村を担当する行政相談委員として、遠藤

公一さんを委嘱いたしました。

　行政相談員は、総務大臣が委嘱するもので、国の仕事をはじめ、年金事務

所などの特殊法人等の仕事についての苦情や意見・要望を受け付け、皆さん

と関係行政機関等との間に立って、その解決を促進するよう相談に応じてい

ます。

　行政相談委員はいつでも相談に応じていますが、５月１日～５月 31 日の

期間で実施中の「福島さわやか行政相談キャンペーン」に合わせ、次のとこ

ろで相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　　　　■行政相談日　５月 19 日（火）

■時　　　間　10 時から 15 時まで

■場　　　所　川内村コミュニティセンター

行政相談員を委嘱

遠藤公一さん（久保）

 0240-38-2609
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

伴
う
分
収
林
の
賠
償
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う
立
木
の
賠
償
に
つ

い
て
、
村
と
分
収
林
契
約
を
し
て
い
る
団
体

及
び
個
人
等
の
代
表
者
変
更
・
構
成
員
変
更
・

契
約
期
間
変
更
が
必
要
と
な
る
た
め
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

■
期　

日　

平
成
27
年
５
月
17
日
（
日
）

■
場　

所　

川
内
村
体
育
セ
ン
タ
ー

■
時　

間　

午
前
10
時
～

　
　
　

（
上
川
内
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～

　
　
　

（
下
川
内
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
）

※
当
日
は
２
回
に
分
け
て
説
明
会
を
行
い
ま

す
の
で
間
違
わ
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

※
各
契
約
地
に
お
け
る
代
表
者
が
不
在
・
不

明
ま
た
は
高
齢
等
で
取
り
ま
と
め
が
困
難
な

契
約
地
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
代
表
者
を

推
薦
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
問
合
せ　

建
設
課　

農
地
林
務
課

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
７

５
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

５
月
14
日
（
木
）、
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

②
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

５
月
20
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

③
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

５
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

東
京
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
１
２
０-
９
２
６-

４
０
４

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

人
権
相
談
所
の
開
設
の
お
知
ら
せ

　

い
わ
き
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
ご
厚
意

に
よ
り
三
ヶ
月
に
一
度
、
人
権
相
談
所
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

人
権
相
談
所
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
最
初
の
窓
口
と
し

て
、
経
験
豊
富
な
相
談
員
が
相
談
者
に
合
っ

た
解
決
法
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

些
細
な
問
題
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　

６
月
の
開
催
日

　
　

平
成
27
年
６
月
４
日　

（
木
）　

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
小
会
議
室

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

選
挙
管
理
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

　

前
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

３
月
議
会
に
て
新
た
な
選
挙
管
理
委
員
が
次

の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
公

正
な
選
挙
を
行
う
た
め
、
長
か
ら
独
立
し
た

機
関
と
し
て
置
か
れ
る
も
の
で
、
議
会
に
お

い
て
選
挙
さ
れ
た
４
人
の
委
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委　

員　

長　

佐
藤　

廣
松
（
子
安
川
）

　

職
務
代
理
者　

齊
藤
美
喜
男
（
虚
都
窪
）

　

委　
　
　

員　

秋
元　

順
子
（
町　

分
）

　

委　
　
　

員　

大
森　

康
正
（
田
ノ
入
）

小
規
模
修
繕
工
事
等
契
約
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

川
内
村
が
発
注
す
る
修
繕
工
事
等
で
入
札

参
加
資
格
を
要
し
な
い
小
規
模
な
工
事
を
、

村
内
業
者
の
皆
さ
ん
の
受
注
機
会
を
拡
充
す

る
目
的
か
ら
、
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
の

登
録
を
受
付
け
ま
す
。（
村
に
指
名
願
い
を

提
出
し
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

◆
登
録
で
き
る
方

　
　

村
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
業
者

（
適
法
の
範
囲
内
で
希
望
業
種
、
建
設
業

の
許
可
の
有
無
、
経
営
組
織
、
従
業
員
数

等
は
問
い
ま
せ
ん
。）

◆
登
録
の
方
法

　
　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
納
税

証
明
書
と
併
せ
提
出
す
る
だ
け
で
す
。（
郵

送
に
よ
る
受
付
け
は
認
め
ま
せ
ん
。）
申

請
書
は
役
場
総
務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

◆
対
象
と
な
る
契
約

　


内
容
が
軽
易
で
、
履
行
の
確
保
が
容
易

で
あ
る
も
の

　


契
約
金
額
が
１
３
０
万
円
未
満
の
小
規

模
な
工
事
及
び
修
繕
、
製
造
な
ど

◆
修
繕
等
希
望
業
種

　


建
築
関
係
（
大
工
、左
官
、屋
根
、内
装
、

建
具
、
畳
、
ガ
ラ
ス
、
塗
装
工
な
ど
）

　


設
備
関
係
（
電
気
設
備
、
水
道
設
備
、

機
械
設
備
、
照
明
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
）

　


そ
の
他
（
車
両
、
造
園
業
な
ど
）

◆
登
録
申
請
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先　

　

総
務
課　

財
務
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
１
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写
真
教
室
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

公
民
館
で
は
、
全
日
本
写
真
連
盟
福
島
県

本
部
副
会
長
の
松
村
喜
一
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時　

平
成
27
年
６
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

■
場　
　

所　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

１
階
研
修
室

■
募
集
人
数　

中
学
生
以
上
の
村
民
20
名

（
申
し
込
み
順
に
な
り
ま
す
）

■
参

加

料　

無
料

■
持
参
す
る
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
及
び
付

属
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
受
付
期
間　

５
月
11
日
（
月
）
～
５
月
22

日(

金)　

(

受
付
時
間
：
土
日
を
除
く
８
時

30
分
～
17
時)

■
受
付
場
所　

川
内
村
公
民
館

■
応
募
方
法　

川
内
村
公
民
館
ま
で
直
接
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

川
内
村
公
民
館

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６

汲
み
取
り
料
金
補
助
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
平
成
23
年
３
月
11
日
の
震
災
発
生

後
に
村
民
の
方
が
所
有
す
る
浄
化
槽
並
び
に

汲
み
取
り
便
槽
の
汚
泥
引
抜
を
し
た
場
合
、

そ
の
料
金
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
補
助
対
象
者　

平
成
23
年
３
月
11
日
現
在
、

村
内
に
住
所
登
録
の
あ
っ
た
方

■
補
助
内
容　

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に

負
担
し
た
浄
化
槽
並
び
に
汲
み
取
り
便
槽
の

汚
泥
引
抜
料

　

平
成
23
年
３
月
11
日
～
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
は
全
額
補
助

　

平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
は
半
額
補
助

※
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
つ
い
て
の
引

抜
に
関
し
て
、
帰
村
者
支
援
金
を
受
領
さ
れ

て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
領
収
書
を

添
付
し
、
川
内
村
建
設
課
農
地
林
務
係
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
を
紛
失
さ
れ
た
方　

浄
化
槽
は
公

揚
環
境
（

０
２
４
６-

３
２-

２
４
３
０
）

に
、汲
み
取
り
便
槽
は
双
葉
広
域
圏
組
合（


０
２
４-

９
５
８-

１
７
５
２
）
に
領
収
書

の
再
発
行
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
日　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

　

詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
課
農
地
林
務
係

（

０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
７
）
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
集
落
排
水
使
用
料
の

料
金
改
正
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、

基
本
料
金
の
み
を
徴
収
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
帰
村
者
支
援
金
を

受
給
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て
は
、
人
員
分
も

徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　

　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

建
設
課　

農
地
林
務
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
７

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
報
告
と
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水
検
査
を

希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
福
島
県
食

肉
衛
生
検
査
所
に
て
飲
料
水
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
３
月
11
日
～
平
成
27
年

４
月
10
日
ま
で
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　
　
　
　
　

６
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

 
 

受
付
件
数   

０
件

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結
果
が
Ｎ

Ｄ
（
検
出
限
界
値
未
満
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検
出
限
界

値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。
検
出
限
界

値
は
、
測
定
機
器
や
測
定
条
件
（
測
定
時
間

等
）
に
よ
り
測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果

に
お
い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満
で
あ
る
。

　

水
質
検
査
は
、
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
1
本
を
毎
週
金
曜
日
の
午
後
４
時
ま

で
役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。　

　

採
取
場
所
・
月
日
・
時
間
・
天
候
を
添
え

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

川
内
村
帰
村
者
支
援
金
の

お
知
ら
せ

　

昨
年
４
月
よ
り
受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
、川
内
村
帰
村
者
支
援
金
に
つ
き
ま
し
て
、

お
渡
し
し
て
い
る
「
川
内
村
復
興
地
域
振
興

券
」
の
有
効
期
限
は
1
年
間
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

有
効
期
限
の
日
付
は
申
請
時
期
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
持
ち
の
振
興
券
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
有
効
期
限
内
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

尚
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
振
興
券
は
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
具
体
例
）

平
成
26
年
４
月
申
請
さ
れ
た
方　

　

有
効
期
限　
　

平
成
27
年
６
月
１
日
ま
で
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お知らせ◆

広報かわうち 平成 27 年５月

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

国民年金保険料学生納付特例申請について

〈所得のめやす〉 １１８万円 ＋ ｛ 扶養親族等の数×３８万円 ｝〈所得のめやす〉 １１８万円 ＋ ｛ 扶養親族等の数×３８万円 ｝

　20歳以上の方は、 学生であっても国民年金に加入しなければなりません。

　しかし、 学生の方は一般的に所得が少ないため、 ご本人の所得が一定額以下の場

合、 国民年金保険料の納付が猶予される 「学生納付特例制度」 があります。

　対象となる方は、 学校教育法に規定する大学 （大学院）、 短期大学、 高等学校、

高等専門学校、 専修学校及び各種学校 （修業年限 1 年以上である課程） に在学す

る学生等で、 ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件

です。

　学生納付特例の承認期間は 4 月から翌年 3 月までとなりますが、 承認を受けた次

の年度も在学予定である場合、 4 月始めに再申請の用紙が送られてきますので、 引

続き学生納付特例制度をご希望の場合は、 必要事項を記入の上ご返送ください。

　学生納付特例制度により、 平成 26 年度に保険料納付を猶予されている方で、 平

成 27 年度も引き続き在学予定の方へ、 ３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガ

キ形式の学生納付特例申請書が送付されています。

　同一の学校に在学されている方は、 このハガキに必要事項を記入し返送いただく

ことにより、 平成 27 年度の申請ができます。 （この場合、 在学証明書または学生

証の写しの添付は不要です。）

　なお、 平成 27 年度は学生納付特例制度を利用せず、 保険料の納付を希望される

場合は納付書を送付いたしますので、 お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡く

ださい。

　■問合せ　平年金事務所　☎０２４６－２３－５６１１

● ● ● ● ●年 金 だ よ り

平
成
27
年
度
自
動
車
税
の
定
期
課
税

納
付
は
納
期
限
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
自

動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
（
割
賦
販
売
の
場

合
は
使
用
し
て
い
る
方
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
、
５
月
８
日
（
金
）
に
発
送
す
る
予
定
で

す
。
県
内
に
支
店
の
あ
る
金
融
機
関
や
東
北

各
県
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
内
各
県
税
部
窓
口
で

の
納
付
が
可
能
で
す
の
で
、
納
期
限
の
６
月

１
日
（
月
）
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　


０
２
４
４-

２
６-

１
１
２
７

今
月
の
納
税

　

固
定
資
産
税
・
・
・
１
期

■
納
期　

平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
５
月
27
日

（
水
）
に
、
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引
き
落
と

し
ま
す
。

　

な
お
、
全
期
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

納
付
期
限
前
に
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
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◆お知らせ

広報かわうち 平成 27 年５月

芥川賞作家　玄侑宗久氏　講演会のお知らせ

基地創設59周年　基地一般開放のお知らせ

　平成 27 年度第２回中央学級事業として、三春町生まれ、芥川賞作

家で福聚寺住職の玄侑宗久氏をお迎えし、教養講座　講演会「風流に

生きる」を開催いたします。

　2011 年３月の原発事故以来、被災者の苦しみに寄り添いつづける玄

侑さん。震災後、元々禅語である「風流」という言葉を強く意識する

ようになったといいます。心の揺らぎを受け入れつつ重心を取り直す

生き方を、玄侑さんとともに考えます。

　村民皆様のご来場をお待ちしております。

◆開催日時　平成 27 年６月３日（水）午後１時 30 分

◆開催場所　川内村コミュニティセンター　大ホール

■問合せ　川内村教育委員会　教育課　生涯学習係

　　　　　０２４０-３８-３８０６

　航空自衛隊大滝根山分屯基地は、基地創設59周年を迎え記念行事として「基

地一般開放」を実施いたします。皆様のご来場をお待ちしております。

◆日　時

　平成 27 年６月７日（日）午前９時～午後２時

◆イベント内容

　飛行展示・地上装備品各種展示、広報パネル

展示山頂案内など（天候により飛行展示、山頂

案内は中止する場合があります。）

※山頂案内には定員があります。定員となり次

第案内終了とさせていただきますのでご了承

ください。

◆駐車場について

　基地及び基地周辺には駐車場がございません。

無料送迎バスを運行いたしますので発着場所、

運行時間等につきましては、ポスター及び基地

ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.mod.go.jp/asdf.

ohtakine）並びに下記までお問い合わせくださ

い。

◆その他

　大滝根山登山道からの徒歩による基地内入場

はできませんのでご了承ください。

■問合せ

　航空自衛隊第 27 警戒群（大滝根山分屯基地）

　群本部広報係

　０２４７－７９－２２７７（内線２０８）

芥川賞作家で福聚寺住職

玄侑　宗久 氏

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

長
崎
県　

本
馬　

貞
夫　

様

　
　
　
　
　

 

５
０
、０
０
０
円

千
葉
県　

藤
戸　

隆
夫　

様

　
　
　
　
　

 
５
０
、０
０
０
円

栃
木
県　

板
橋　

光　
　

様

　
　
　
　
　

 

３
０
、０
０
０
円

福
島
県　

新
常
磐
交
通
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
会
長　

髙
野
將
弘　

様

　
　

 

３
０
０
、０
０
０
円

京
都
府　

山
本　

純
子　

様

　
　
　
　
　

 

１
０
、０
０
０
円

千
葉
県　

西
牧　

登
美
子　

様

　
　
　

 

５
０
０
、０
０
０
円

東
京
都　

上
杉　

徳
治
郎　

様

　
　

 

１
０
、０
０
０
、０
０
０
円

東
京
都　

上
杉　

忍　

様

　
　
　
　

 

１
０
、０
０
０
、０
０
０
円

寄付金を村長に手渡しする西牧様
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お知らせ◆

広報かわうち 平成 27 年５月

　今年も小学校と保育園による村民参加型の運動会を開催します。

　年々参加人数の増える大運動会、今年度も昨年以上に村の皆様と元気いっぱいの運動会にしていき

たいと思います。

　昨年度からスタートした『川内甚句』、地域の方々が一体となった種目、そして今年度は新種目も考

えています。子どもたちと地域の方々といっしょに大運動会、そして川内村を盛り上げていきたいと

考えております。豚汁や参加賞も準備しておりますので、小さいお子様から高齢者の方、さらに学校

にお子さまがいない方々も、声を掛け合ってのご参加をお待ちしております。

　なお、新種目の内容や参加の仕方については、川内小学校ホームページ、村内に掲示するポスター

をご覧ください。

　さらなる復興、川内村の元気へ向けて、村全体で運動会

を盛り上げましょう。

■日　時　　平成 27 年５月 23 日（土）

　　　　　　午前９時　開会　※花火合図　午前６時

■場　所　　川内小学校　校庭　※雨天 24 日（日）に順延

■その他　　○運動できる服装でお出かけください。

　　　　　　○お昼はおいしい豚汁を準備しております。

　去る３月 29 日に第五区における町獅子において獅子役者のたてかえに伴い、

新役者によるお披露目会を行ないました。

　東日本大震災後、はじめての第７回川内村村民ゴルフ大会が開催されることになりました。

約４年間のブランクがありましたが、川内村の復興と参加者の親睦、皆様の日頃の運動不足解消のため、

奮ってご参加下さいますようお願い申しあげます。

■期　　日　平成27年６月13日（土）

■場　　所　ローレルバレイカントリークラブ

（郡山南インターから15分）

■参 加 費　＠3,000円

■プレー費　各自フロント精算

■競技方法　ダブルペリア方式 セルフプレー

　　　　　　グリーンまで全て６インチプース可

■競技資格　村内関係者

■参加申込　　

　下記へ　５月22日まで　ご連絡ください。

　会　長　猪狩利夫　　　３８－２０８３　

　事務局　川内村公民館　３８－３８０５

※本事業は、村公民館の共催事業となります。

春季川内小学校・保育園合同大運動会開催！

第７回川内村村民ゴルフ大会開催参加者募集について

お披露目会をおこないました

平成27年度
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★TOP I CS

広報かわうち 平成 27 年５月

郡山市西田保育所と交流
　　
　３月20日(金)、郡山市西田保育所を訪問し、子どもた

ちの交流を行いました。西田保育所の園児たちが取り組

んでいる和太鼓を聴き、一緒に太鼓をたたいたり、外で

たくさんのお友達と遊んだり、一緒に給食を食べたり、

とても楽しく充実した交流をさせていただきました。お

礼ににじ組の園児たちが手作りの紙芝居を披露しました。

ありがとうの
気持ちを込めておそうじ
～かわうち保育園卒園児～

　３月24日、卒園式の前日に、かわうち保育園を卒園す

る４名が、今まで使っていたロッカーをありがとうの気

持ちをこめて、お掃除しました。

絵本の読み聞かせと電子ウクレレで楽しい時間
　３月27日、放課後子ども教室（子ども館）にて、読み聞か

せボランティアで子どもの読書サポーターの田中宏さんによ

る絵本の読み聞かせ

と、電子ウクレレを

弾きながら童謡など

を一緒に歌いなが

ら、子どもたちが楽

しく過ごしました。
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TOP I CS★

広報かわうち 平成 27 年５月

　３月23日に川内小学校で

卒業式が行われました。卒業

証書を受け取る姿に、これま

でのいろいろな思いがあふ

れてきました。別れの言葉で

は、６年間の思い出とともに、在校生への

メッセージ、先生方や両親への感謝の思い

もしっかりと伝えることができました。

　最高の卒業式、これまで支えてくださっ

たすべての皆様に心から感謝申し上げます。

かわうち保育園卒園式
　３月25日（水）に平成26年度かわうち保育園の卒園式が行われました。

担任の先生から名前を呼ばれ、元気な声で返事をして卒園証書を受け取

るにじ組の４人の姿は、入園した頃と違いお兄さんお姉さんの顔でした。

　卒園児は、保育園の思い出を発表し、感謝の気持ちが込められた『ありが

とうこころをこめて』、保護者と先生方で一緒に「よろこびのうた」を歌い、ご来賓や在

園児からは温かい拍手で送られ感動的な卒園式となりました。ご卒園おめでとうございます。

川内小学校卒業式
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広報かわうち 平成 27 年５月

川内小･中学校入学式

かわうち保育園入園式
　４月３日（金）に平成27年度かわうち保育園の入園式が行われました。

　園庭のチューリップもいっぱい芽を出し、お祝いしているかのようでした。

　園児たちは、保育園のうたを元気いっぱい歌い、新しい担任の先生から名前を呼

ばれると、大きな声で元気よく返事をしました。

　17名の園児たちは、これからの保育園生活をとっても楽しみにしているようです。

　４月３日（金）のかわうち保育園の入園式を皮切りに、６日（月）には川内小学校・

川内中学校の入学式が行われました。

　かわうち保育園では全員で17名、小学校で

は４名が入学し全校生35名、中学校では1名

が入学し全校生徒13名となりました。

　新１年生は名前を呼ばれると元気に返事をしていました。
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広報かわうち 平成 27 年５月

　３月23日、村コミュニティーセンターにおいて、村老人クラ

ブと尾村老人クラブとの交流会が県老人クラブ主催で開催

されました。27年度県老人クラブ連合会より指定を受けて行

う「ニュースポーツで健康づくり事業」は、昨年度実施した尾

老人クラブより引き継ぐためのもので、30名が参加しました。

　齋藤県老連事務局長から事業目的の説明の後、２種類の

ニュースポーツを楽しみ、締めに川内で盛んなカーリンコン

を川内５チーム、尾１チームに分かれて競い、川内が上位を独占、日頃の練習の成果を見せました。

主要地方道 小野・富岡線改良整備が進む
◆五枚沢工事工区安全祈願祭
　福島県が整備を進めている五枚沢工事工区は、

平成27年３月19日(木)午前11時より、下川内

字上滝地内のトンネル抗口付近で、トンネルと

橋梁工事の安全祈願祭、起工式が行われ、福島

県相双建設事務所長、川内村長、富岡町長、施

工者などが鍬入れをした後、関係者による玉串が奉納されました。

　工事は、本年度末の完成を目指して進められます。

◆吉間田工区開通式
　平成27年３月24日(火)午前10時より、川内村に隣接する、川前町下桶売字

荻地内の現地で、交通安全祈願祭と、開通式が開催され、午後３時から一般車

輌の通行が可能となりました。

　道路は幅員7.5メートルで、約1.2キロメートル区間が開通し、これまでの

見通しの悪い急カーブや、急勾配区間、車輌のすれ違い困難箇所を回避する、

バイパスルートとなり、交通の安全性が確立されました。

　今後も更に、小白井方面に向けて整備が進められるよう働きかけて行きます。

ニュースポーツで健康づくり事業
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三
月
通
信
句
会

起工式　鍬入れの状況 工事が進むトンネル　抗口付近

テープカットにより通行が始まる

完成した吉間田大橋
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◆社会福祉協議会

 地域福祉活動の推進 
・心配ごと相談所開設事業

・生活援助資金貸付事業

・生活福祉資金貸付事業

・日常生活自立支援事業

 ・生活困窮者自立支援法による事業

 ボランティア活動の推進  

・ボランティア活動の情報提供  

・福祉教育事業(職場体験受入)  

・ ボランティアグループの育成及び活動保険の推進

・ 第24回全国ボランティアフェスティバルふくしま

の参加

 介護保険サービス事業 
・居宅介護支援事業（ケアプラン）

・訪問介護事業（ホームヘルプ）

・通所介護事業（デイサービス）

 生活支援相談員活動   

・避難者（仮設・借り上げ）支援訪問活動

　（郡山・いわき・川内）

・サロン活動等交流会・イベントの開催

 在宅福祉サービス事業の推進 
・福祉車輌貸出サービス事業（村受託事業）

・福祉用具貸与事業（緊急時の貸与）

・外出支援サービス事業（村受託事業）

 高齢者・児童福祉事業の推進 
・老人クラブ活動の育成強化と連合会事務局

・生きがいと健康づくり支援事業

・高齢者ふれあいいきいきサロンの充実

・子育てサロンの開催

・自主的サロン活動の支援

・配食サービス事業（村受託事業）

 福祉団体活動の援助協力（事務局）
 ・民生委員協議会　

・老人クラブ連合会

 ・遺族会　

・母子寡婦福祉会

 ・心身障害児者親の会

・身体障害者福祉会　

・赤十字奉仕団

＜基本方針＞

　東日本大震災による原発事故から４年が経過し、本村の復興対策は着実に進められており、帰村者は

人口の58.2％、1,591人になっております。しかしながら、本村に戻ることができず、避難地域と本

村との２地域等で生活を送る状況が続いております。平成27年度においても、関係機関と連携を図り

ながら、避難者への生活相談、安否活動等の支援を行ってまいります。また、地域の相互扶助の精神が

薄れていることから、地域のコミュニティ再生が重要な課題となっております。そのため、この住み慣

れた地域で、村民１人ひとりが支え合い、近隣とのつながりを再構築し、村民が安心して暮らせる福祉

の村づくりを進めてまいります。

＜重点事業＞

平成27年度 川内村社会福祉協議会事業計画

　日本赤十字社は、国際活動や災害救護活動をはじめ、医療や献血事業、救護法、家庭看護法等の普及、

奉仕団や青少年活動などを積極的に推進しております。これらの諸活動を実施していくための事業資金は

「赤十字社員」の皆様からお寄せいただく「社費」によって支えられています。各地区担当の民生委員が

お伺いいたしますので、赤十字の理念と活動をご理解いただき、赤十字社員への加入と社費のご協力につ

きまして、よろしくお願い申し上げます。

日本赤十字社員増強運動にご協力を！
運動期間：平成2７年5月1日～5月31日
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社会福祉協議会◆

平成27年度 川内村社会福祉協議会 一般会計予算(当初)

川内村社会福祉協議会
組  織  図

コミュニティー復興支援事業
9,504,000応急仮設住宅高齢者

サポートセンター事業
8,050,000

通所介護事業
110,140,000

訪問介護事業 
13,326,000

居宅介護支援事業
36,924,000

生活援助資金
貸付事業 
992,000

通所型介護予防
委託事業 
632,000

自立ホームヘルプ事業 
687,000

ボランティア活動
普及事業 469,000

共同募金配分金事業 
1,200,000

事務局運営事業
37,500,000

前期末支払資金残高
106,974,000

施設整備等補助金収入
1,000

県社協受託金収入
9,504,000

介護保険収入
61,537,000

共同募金
配分金収入
752,000

貸付事業等収入
1,000

村受託金収入 
4,855,000

県受託金収入
5,300,000

村補助金収入
29,500,000

会費収入
1,000,000

財源別収入内訳
項　　　　　　目 金     額 構成比

会費収入 1,000,000 0.5
村補助金収入 29,500,000 13.4
県受託金収入 5,300,000 2.4
村受託金収入 4,855,000 2.3
貸付事業等収入 1,000 0.0 
共同募金配分金収入 752,000 0.3
介護保険収入 61,537,000 28.0 
県社協受託金収入 9,504,000 4.3
施設整備等補助金収入 1,000 0.0 
前期末支払資金残高 106,974,000 48.8

　 0 0.0 

合　　　　　計 219,424,000 100.0 

事業別支出内訳
項　　　　　　目 金     額 構成比

事務局運営事業 37,500,000 17.1 
共同募金配分金事業 1,200,000 0.5
ボランティア活動普及事業 469,000 0.2
自立ホームヘルプ事業 687,000 0.3
通所型介護予防委託事業 632,000 0.3
生活援助資金貸付事業 992,000 0.5
居宅介護支援事業 36,924,000 16.8
訪問介護事業 13,326,000 6.1
通所介護事業 110,140,000 50.2
応急仮設住宅高齢者サポートセンター事業 8,050,000 3.7
コミュニティー復興支援事業 9,504,000 4.3

合　　　　　計 219,424,000 100.0

単位：円、％

会  長
　遠　藤　雄　幸

理事会(理事)11名

監事２名

評議員会(評議員)23名

＊職員内訳　

　正規職員 ９名

　嘱託職員 １名

　生活支援相談員 ４名

　サポートセンター管理員 ２名

　登録訪問介護員 ２名

　登録調理員　　　　 １名

　登録介護員　　　　 ８名

　臨時運転業務員　　 １名

　臨時調理補助員　 　１名

平成27年４月１日現在

●事務局
　［統括福祉活動専門員］　　
　　佐　藤　秀　子
　[会計職員兼福祉活動専門員]
　　遠　藤　精　一

[嘱託職員]
　佐久間　久美子
　主任生活支援相談員(兼)
［生活支援相談員]
・郡山地区担当
　坪　井　こずえ
　高　野　ひろみ
・いわき地区担当
　渡　部　百合子
・川内地区担当
　　猪　狩　裕見子
[サポートセンター管理員]
　・あさかの杜ゆふね
　　青　木　久　子
　・五社の杜
　　志　賀　はるみ

●居宅介護支援事業所
　［管理者兼介護支援専門員］
　　渡　邉　恵　美
　［介護支援専門員］
　　若　松　央　恵

●訪問介護事業所
　［統括訪問介護員］
　　渡　辺　衣理子

［調　理　員］　猪　狩　陽　子
［登録看護師］　猪　狩　菊　子
［登録介助員］
　遠　藤　幸　子・鈴　木　美重子
　遠　藤　俊　枝・関　根　香　織
　猪　狩　麻紀子・猪　狩　みね子
　坂　本　秀　美
［運転業務員］　猪　狩　弘　三
［調理補助員］　鈴　木　理　恵

［登録訪問介護員］
　三　瓶　行　枝・鈴　木　千鶴子

●通所介護事業所
　［管理者兼生活相談員］  
　　秋　元　一　美
　［生活相談員兼介護職員］
　　齋　藤　倫　代
　［看護師兼生活相談員］　
　　藤　田　松　美

事務局長
(訪問･通所･居宅）
　所　長　　
  遠　藤　清　輝
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◆社会福祉協議会

日　時　平成27年５月21日（木）

　　　　午後１時30分～午後３時

場　所　五社の杜サポートセンター

対象者　小物づくりに興味のある方

用�意するもの　裁縫道具（針・マチ針・は

さみ）

　楽しみづくりや仲間との交流を目的に開

きます。参加費は無料ですので、お気軽に

ご参加ください。交通手段がなく参加でき

ない方は川内村社会福祉協議会までご連絡

ください。

☎０２４０－３８－３８０２

次の方から、ご寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

＊ご遺志金

・小林　 勇 様 （　沢　）

 故秋元美佐子様ご遺志

・小林　 勇 様 （　沢　）

 故秋元　毅　様ご遺志

・秋元　誠司様 （　沢　）

 故秋元オケサ様ご遺志

・若松　光之様 （坂シ内）

 故若松　信之様ご遺志

＊一般ご寄付

・望月威男様（静岡市）㈱イシフクフタバ会長

・望月隆司様（田村市）

　　 ㈱イシフクフタバ代表取締役

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話

し合いの機会を持つ、ふれあい・いきいきサ

ロンの５月の予定についてご案内します。

　対象地区の高齢者であれば、どなたでも参

加できますので、お気軽にご参加ください。

期日・場所　

５月22日（金）午前10時

　第３区山村活性化支援センター

　２区・３区・４区高齢者対象

５月28日（木）午前10時

　１区集会所

　１区高齢者対象

高齢者ふれあい・

いきいきサロンのご案内

　子育て中の親や、子どもに関心のある方々が、気

軽に楽しく・自由に参加し、育児に関する情報交換

や親同士の交流を行います。

日時　５月７日（木）午前10時～午前11時30分

　　　５月21日（木）午前10時～午前11時30分

場所　五社の杜サポートセンター

■問合せ　社会福祉協議会　☎0240-38-3802

子育てサロンのご案内
～子育て中の方たちが仲間を作り支え合う場です～

小物づくりとお茶会のご案内
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保健コーナー

広報かわうち 平成 27 年５月

安定ヨウ素剤とは…
　５月号より、安定ヨウ素剤について、シリーズで紹介していきます。

　安定ヨウ素剤とは、原子力施設で重大な事故が起こった時、国ま

たは地方公共団体から正式な指示があった場合に、対象となる住民

が服用する丸剤のことです。

　原子力事故が起こった場合、放射性ヨウ素を含む放射性物質が環

境中へ放出されることが予想されます。放射性ヨウ素が呼吸や飲食

によって体内に取り込まれると甲状腺に集まりやすく、そこから放

射線を受けることによって健康への影響を生じる可能性があります。

　安定ヨウ素剤、つまり放射性ヨウ素を含んでいないヨウ素を事前に内服して甲状腺に満たしておく

ことで、放射性ヨウ素が甲状腺に取り込まれるのを防ぐことができます。放射性ヨウ素が体に取り込

まれた後に安定ヨウ素剤を飲んでも効果は小さくなるため、適切なタイミングで飲むことが必要です。

（文責　長崎大学）■問合せ　保健福祉課　☎０２４０－３８－２９４１

安定ヨウ素剤についての健康講座 〈シリーズ１〉

乳幼児健診
期日　５月20日（水）

場所　ゆふね　保健指導室

対象　

　乳　児… 生後２か月～11か月のお子さん

　　　　　１歳６か月児…Ｈ25年８月～

　　　　　Ｈ25年11月生まれのお子さん

　３歳児…Ｈ23年12月～Ｈ24年５月

　　　　　生まれのお子さん

医師　山崎聡先生・古内秀幸先生

＊問診票、母子健康手帳を持参してください。

＊詳しくは、個別の案内通知をご覧ください。

はつらつ教室
－介護予防運動教室－のおしらせ

　６月から４か月間、介護予防のための運動教室

を開催します。リハビリ専門の先生をお呼びして、

運動の方法やコツを教えていただきます。楽しく

運動をして元気な体つくりをしませんか。ご希望

の方は事前申し込みをお願いします。

日程　６月から９月まで　週１回

時間　午前10時から11時30分

場所　ゆふね　保健指導室（希望者には送迎あり）

■問合せ・申し込み先　川内村複合施設ゆふね　

　保健福祉課　☎０２４０－３８－２９４１

 がんの部位別死亡数第一位は肺がん 
　2013年の日本全体のデータでは、年間７万人以上は肺がんで命を落としています。

肺がんで亡くなる人は現在も増え続けています。

 気になる肺がんの原因は？ 
　肺がんの最大の原因は喫煙です。たばこを吸わない人に比べて吸う人では、肺がんになる危険度が、

３～４倍になります。肺がんによる死亡の69.2％（男性）、19.8％（女性）は、たばこがなければ起

こらなかったと推計さています。また、たばこを吸わない人でも、受動喫煙で肺がんのリスクが上がる

ことが報告されています。

 禁煙のすすめ 
　肺がんのリスクは、禁煙すれば５年で危険度が半分、10年経つと、吸わない人と同等にまで危険度

が下げられるといわれています。ぜひこの機会に、たばこと健康について考えていただければと思います。

　詳しくは、保健福祉課　保健師　☎０２４０－３８－２９４１　まで

世界禁煙デー 禁煙週間　５月31日～６月６日

５月31日
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さりげない手助け・見守りが高齢者と家族を支えます

　現在の日本では、ひとり暮らしや夫婦だけの高齢世帯が多くなってきています。

　病気や障がいにより、誰も気づかないまま深刻な事態を迎えることも少なくありません。

　高齢者をみんなで見守りましょう。

　地域のみなさまの理解と支えがあれば、認知症など何らかの病気や障がいのある人も介護する家族も、

自分らしい暮らしを続けることができます。必要なのはさりげない手助けや見守り、声かけなど。ちょっ

とした勇気や優しさこそが安心で安全な地域に変えていく原動力になります。

　 ま ず は 挨 拶 や 世 間 話 を す る こ と か ら 始 め て み ま し ょ う 　

　たとえば、「おはようございます」「今日はいい天気ですね」「今日はどちらへお出かけですか」など、

あまり身構えることなく挨拶してみましょう。

　適度な距離を保った、さりげない見守りが安心感を与えます。

▼こんなことに気づいたら地域包括支援センターへ連絡を

◆電気がつけっぱなし、夜になっても明かりがつかない

◆怒鳴り声がする、外で一人で弁当を食べている

◆しばらく姿をみかけない　　　  ◆家や庭の様子が荒れている

◆新聞や郵便物がたまっている　  ◆知らない人がよく出入りしている

◆服装や様子がおかしい、行き先がわからなくなっているようだ

■問合せ　複合施設ゆふね内　地域包括支援センター　０２４０-３８-２９４１

こんにちは　地域包括支援センター　です。

（地域のみなさまへ）

乳がん検診

乳がん
検　診

5月25日（月）
午前：若宮前 IJ棟集会所
午後：あさかの杜ゆふね
　　　（南一丁目）

5月26日（火） ゆふね　保健指導室

5月27日（水） ゆふね　保健指導室

8月27日（木） ゆふね　保健指導室

対　象　40歳以上の女性

　　　　（※25日のみ30代の方も受診可能）

料　金　無料

＊持参するもの　乳がん検診受診録・バスタオル

＊ 視触診とマンモグラフィー（乳房のエックス線撮影）

を行います。

＊ 申し込みのない方は受けられません。

　 また、検診の日時は、個人ごとに指定となり、それ以

外の日程では受けられませんのでご注意ください。

＊ なお、検診をキャンセルされる場合は、事前にご連絡

ください。

いきいき教室
　太田熱海病院の支援をいただき、

転倒予防等の介護予防教室を実施し

ています。

　いつまでも元気で過ごすために、

みんなで楽しくワイワイと体を動か

しませんか？

場�所・日程　

　あさかの杜ゆふね　５月11日(月)、

　若宮前20仮設集会所

 　５月22日(金)

時間　午後１時20分～３時

対象　65歳以上の方ならどなたでも

持ち物　 タオル１枚・水分補給のた

めの飲み物

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）

　☎３８－２９４１
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休　日　当　番　医　〈５月〉

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。

●田村方面休日当番医
医療機関名 診療科目 所在地 電　話

5/3 石塚医院　　 内科・小児科・他 小野町小野新町品ノ木123 0247-72-2161
5/4 大方病院　 内科・外科・他 田村市船引町船引字南町通111 0247-82-1117
5/5 西山医院 内科・外科・他 三春町字御免町179 0247-62-2473
5/6 奥秋医院 内科・小児科 田村市船引町上移字町130-2 0247-86-2034
5/10 橋本医院 内科・胃腸科・小児科・他 小野町谷津作字馬場70-1 0247-72-3711
5/17 遠藤医院 内科・小児科・婦人科 田村市船引町門沢字直道338 0247-85-2016
5/24 三春病院 内科・外科・整形外科・他 三春町六升蒔50 0247-62-3131
5/31 秋元医院 内科・小児科・他 田村市船引町船引字畑添4 0247-82-1514
6/7 公立小野町地方綜合病院 内科・小児科・外科・他 小野町大字小野新町字槻木内6-2 0247-72-3181

●郡山市休日当番医
医療機関名 診療科目 所在地 電　話

5/3

渡辺美佳子こどもクリニック 小児科 富田町字下亀田1-35 927-8622
山本内科医院 内科 本町二丁目7-15 933-1133
いちろうクリニック 整形外科 小原田三丁目7-14 944-1088

5/4

ユア・クリニックたかはし 小児科 虎丸町1-5�ロイヤルライフ虎丸1階 990-0646

山下内科胃腸科医院 内科 方八町二丁目16-11 944-3126

金子耳鼻咽喉科安積クリニック 耳鼻咽喉科 安積三丁目312-3 945-2933

5/5

かわなこどもクリニック 小児科 安積三丁目298 947-5377
よしじまクリニック 心療内科・内科 開成四丁目9-17 925-7177
大町眼科クリニック 眼科 大町一丁目1-1 931-0765

5/6

さかい小児科クリニック 小児科 喜久田町字上田向2-2 921-2216
本町鈴木クリニック 内科・脳神経外科・リハビリテーション科 本町二丁目2-7 922-0556
おおつき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 喜久田町字四十坦8-97 990-2033

5/10

おおがクリニック 小児科・内科 片平町字出磬東5-5 962-0600
郡山病院 内科 清水台二丁目7-4 932-0107
小野レディスクリニック 婦人科 安積町長久保三丁目10-3 937-3755

5/17

すみこしこどもクリニック 小児科 本町二丁目11-7 935-5000
さがわ内科・消化器科クリニック 内科・消化器内科・肛門外科 富田町字逆池下1-41 991-1733
安積整形外科 整形外科 安積三丁目347 945-1191

5/24

高松小児科医院 小児科 桑野三丁目18-21 923-1206
ささうち内科クリニック 内科・小児科 富久山町久保田字久保田112 933-8667
浜津眼科 眼科 横塚一丁目3-8 956-1880

5/31

菊池医院 小児科 本町一丁目14-21 932-0154
南インター通りクリニック 内科 安積町荒井字念仏段18-2 954-7102
西田皮膚クリニック 皮膚科 桑野四丁目10-11 973-5141

6/7

チルドレンクリニック 小児科 大槻町字二本木12-1 952-3721
トータルヘルスクリニック 内科・外科 字山崎171 927-0305
長谷川皮膚科医院 皮膚科 栄町8-17 923-0821

健診の意向調査の提出をお願いします

※�村では、健診について意向調査（平成27年度分）を実施しています。４月中旬ごろ、各

個人の方宛に「検診申込書」を送付しておりますので、まだ返送していないという方は、

保健福祉課（ゆふね内）へご返送ください。

詳しくは、保健福祉課（ゆふね内） 保健師まで　☎０２４０－ 38-2941
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 国保診療所より 

内科･歯科休診と
専門医診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診とさせ

ていただきますのでご了承ください。また、専門医による

診察も予定しておりますので、希望の方はご来所ください。

内 

科 

休 

診

５月11日（月）終日（内科医師研修のため）

　　18日（月）終日（内科医師研修のため）

　　22日（金）終日（内科医師学会参加のため）

　　25日（月）終日（内科医師研修のため）

５月７日（木）午後（専門医診療のため)

　　13日（水）午前（専門医診療のため）

　　21日（木）午後（内科医師学会参加のため）

専
門
医
診
察
日

〇整形外科診察日　５月11日・18日・25日

　　　　　　　　　毎週月曜日　午前のみ診療

〇眼科診療日　　　５月13日（水）　午前のみ診療

〇内視鏡検査日　　５月７日・21日（木）

　　　　　　　　　午前のみ診療(要予約制)

〇心療内科診察日　５月７日（木）　午後のみ診療

歯
科
休
診

時
間
休
診

休診日はありません

※�上記「休診」と「専門医診療日」は、予定ですので変更する場合もあ

りますのであらかじめご了承願います。

�　変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示し、防災

無線等でお知らせいたします。

村　　章

川内村の�「カ」�「ワ」�の文字を

図案化したもので、�村民の融和

と団結を表し、�村勢の着実な前

進を象徴しています。�

（昭和53年４月制定）

村 民 憲 章
一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。�

一．心を合わせ、�楽しい川内をつくりましょう。�

一．自然を愛し、�住みよい川内をつくりましょう。�

一．健康で、�仕事に励む川内をつくりましょう。�

一．文化を高め、�心豊かな川内をつくりましょう。�

�（昭和57年1月14日制定）�

　平成27年4月１日付で新

規採用となりました秋元で

す。総務課企画政策係に配属

となり、広報を担当すること

となりました。分からないこ

とも多く、皆様にはご迷惑を

お掛けすることもあるかもし

れませんが、より良い広報誌

にするため頑張りたいと思い

ます。よろしくお願いします。

 企画政策係　秋元

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

出
生
届
は
14
日
以
内
で
す)

氏　
　

名

お
か
あ
さ
ん

出 

生 

日

住　

所

渡わ
た
な
べ邊

隆り
ゅ
う
の
し
ん

乃
心

絵
里
子

平
27･

３･

２

坂
シ
内

小お

の野　

正ま
さ
は
る陽

典
子

平
27･

３･

３

上
滝

★
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

 
(

死
亡
届
は
７
日
以
内
で
す)

氏　
　

名

年　

齢

住　

所

西
牧　

サ
ツ
キ

101
歳

坂
シ
内

秋
元　

美
佐
子

78
歳

沢

秋
元　

オ
ケ
サ

97
歳

沢

若
松　

信
之

94
歳

坂
シ
内

新
田　


夫

85
歳

後
谷
地

秋
元　
　

毅

84
歳

沢　

　

戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
住
民

課
住
民
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
川
内
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な
い
方
で
も
掲

載
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
住
民
課
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　ゆふね待合室わきに、絵本、紙芝居、ビデ

オをおいています。貸し出しを行っておりま

すので、ぜひお気軽にご利用ください。

今月のおすすめ絵本は

　

先
月
配
布
し
た
年
間
行
事
予
定
表
の
中
で
、
1

月
24
日
（
日
）
開
催
予
定
の
文
化
財
防
火
訓
練
の

実
施
場
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

下
川
内
の
多
宝
寺
地
蔵
院
で
の
実
施
と
な
り
ま

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

訂正と
お詫び

　

11
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
三
瓶
将
也
さ

ん
は
三
瓶
将
哉
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



くらしのカレンダー
今月の主な行事･休日今月の主な行事･休日

燃えるごみ
毎週火金曜日

資源ごみ
毎週水曜日

プラ･ペット･パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･不燃物

5
皐月
May

土金木水火月日

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

不燃ごみ

　　　　カン

ビン

不燃ごみ

　　　　カン

ビン

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

　

太極拳

太極拳

太極拳
大運動会

粗大ごみ

　

憲法記念日

母の日
東電窓口 四倉

みどりの日

内科終日休診
午前 整形外科
いきいき教室
（郡山南）

内科終日休診
午前 整形外科

内科終日休診
午前 整形外科
乳がん検診
（午前 若宮前）
（午後 郡山南）

内科終日休診
午前 整形外科

振替休日

午前 内科休診
午前 眼科
興学塾

午後 乳幼児健診　
心配ごと相談所
(あさかの杜ゆふね）
東電窓口 若宮前
興学塾

乳がん検診
（ゆふね）
興学塾

午前 内科休診
午前 眼科
芥川賞作家　
玄侑宗久氏　
講演会

午後 内科休診
午後 心療内科
午前 内視鏡検査（要予約）
子育てサロン（五社の杜）
興学塾

東電窓口 川内
興学塾

午後 内科休診
午前 内視鏡検査（要予約）
子育てサロン（五社の杜）
小物づくりとお茶会
（五社の杜）
興学塾

いきいきサロン
（１区）
東電窓口 川内
興学塾

内科終日休診
いきいき教室
（若宮前）
いきいきサロン
（3区）

　

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

　

31 大安 １ ２赤口 ３ 友引先勝

　

川内村、桜咲く

３日（祝）憲法記念日
４日（祝）みどりの日
５日（祝）こどもの日
６日（祝）振替休日
23日（土）小学校・保育園
　　　　 合同運動会

こどもの日

行政相談所
（コミセン）

乳がん検診
（ゆふね）

興学塾

東電窓口の時間・場所は８ページの

「５月の賠償金請求に関する東京電力

㈱相談窓口の開設」をご覧ください。
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H27.3.31現在　世帯数／1,158世帯（前月比-3）人口／男1,377人（前月比-6）�女1,339人（前月比-10）計2,716人（前月比-16）


